
ウェルビーイングについて

〇本市における地域幸福度(Well-Being)指標の活用について

５３の基本方針【指標（ベンチマーク）を設定】

２３の分野

１１０の施策【指標（成果指標）を設定】

施策評価の際に主要事業を評価

市の取組全体が「健幸」であるため、概念の近い「Well-Being」を「市民意識調査」に取り入れ、市の取組全体の効果検証を行う形式が最適
であると考えるため、第２期基本計画に地域幸福度(Well-Being)の主観指標と施策の関連を別表で示すとともに、毎年の「施策評価」におい
て、地域幸福度(Well-Being)指標を施策ごとに示すことで、総合計画の進捗を図るうえでの参考指標として活用する。（※目標値は設定せず、
経年変化等を確認する。） 1

毎年度、「ベンチマークによる基本方針の達成度評価」および「施策評価」を実施し、基本計画の進捗管理を行う。

「施策評価」において地域幸福度(Well-Being)指標を活用

〇地域幸福度(Well-Being)指標について

地域幸福度（Well-Being）指標とは、主観指標と客観指標のデータをバランスよく活用し、市民の「幸福感（Well-Being）」と「暮らしや
すさ」を数値化し、可視化するためのもので、デジタル庁が全国の自治体での活用を推進している共通指標である。
主観指標は、アンケートで集めたデータをもとに、主観的な「幸福感（Well-Being）」を可視化するもので、客観指標は、国等が実施する

各種統計調査のオープンデータ等から、客観的な「暮らしやすさ」を可視化するものである。
これらの指標を活用することで、市民の視点から「暮らしやすさ」と「幸福感（Well-Being）」を数値化・可視化することができ、行政の

取組が市民の暮らしやすさや幸福感に繋がっているかを確認すること等が可能となる。

具体的な活用方法

【資料２】
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〇第２期基本計画への記載について

地域幸福度(Well-Being)指標が、総合
計画の進捗を図るうえでの参考指標で
ある旨を「進捗管理および評価につい
て」に明記する。

地域幸福度(Well-Being)の「主観指標」と総合計画
の「施策」ごとの関連を示した一覧を別表として添
付する。

体系図（別表）イメージ

「第２期総合計画について」の章に「協働」と
「SDGｓ」の次に、「地域幸福度(Well-Being)」
の説明書きを行う。

(６)ウェルビーイングについて
ウェルビーイングとは、………………………………………… 
………………………………………………………………………………

●地域幸福度(Well-Being)指標
を参考指標として活用します。
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